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● 和文論文 

高本大路, 春日純, 河原崇司, 佐々木毅, 湯村寧, 上村博司  

陰茎癌病理組織における HPV(human papillomavirus)感染関連細胞の臨床的検討 

日本性感染症学会誌 2017;28(1):67-72. 

日向 宗利, 池村 雅子, 阿部 浩幸, 田中 麻理子, 牧 宏彰, 黒川 峰夫, 中島 淳, 深山 

正久 

肺に多発嚢胞を形成した AL型アミロイドーシスの 1例 

診断病理 2017; 34(3):184-8 

 

 

総説・著書 

● 和文 

牛久哲男, 山澤翔, 深山正久 「胚細胞腫瘍に類似した体細胞腫瘍の組織発生と分化」病理

と臨床 2017;35(12):1126-1132. 

佐々木毅 「日本病理学会 JP-AID と病理診断人工知能開発」病理と臨床

2017;35(11):1058-1061. 

牛久哲男「病理診断に直結した組織学・食道」病理と臨床 2017;35(臨時増刊号):179-188. 

牛久綾, 深山正久「病理診断に直結した組織学・肺」病理と臨床 2017;35(臨時増刊

号):136-150. 

牛久哲男「十二指腸疾患の病理による鑑別診断、他「十二指腸内視鏡 ATLAS」藤城光弘，

山本頼正，遠藤昌樹，角嶋直美，牛久哲男（編集）」日本メディカルセンター 2017:58-

66. 

牛久綾, 牛久哲男「EBウイルス関連胃癌」消化器・肝臓内科 2017;2(1):49-54. 

牛久綾, 牛久哲男「EBウイルス関連胃癌と H.pylori」臨床消化器内科 2017;32(11):1497-

1502. 

佐々木毅「病理組織を用いたコンパニオン診断 2017最前線 ROS1遺伝子、PD-L1遺伝

子、RAS遺伝子、BRAF遺伝子」医学のあゆみ 2017;263(13):1005-1010. 

堂本裕加子「１）尿細管の萎縮」腎と透析 2017(増刊号)254-258. 

 

  



学会発表 

●国際学会 

The 11th Korea-Japan Gastrointestinal Pathology Seminar 

March 24, 2018 Busan (Korea) 

Oral presentation 

Abe H 

PD-L1 expression and amplification in EBV-associated gastric carcinomas. 

 

The United States and Canadian Academy of Pathology (USCAP) 107th Annual Meeting 

March 17-23, 2018 Vancouver, BC 

Poster presentation 

Atsuko Hosoi, Yutaka Takazawa, Yuichi Ishikawa 

Genomic characterization of uterine low-grade endometrioid adenocarcinoma with MELF 

pattern 

 

Belfast Pathology 2017 (10th Joint Meeting of the British Division of the International 

Academy of Pathology and the Pathologocal Society of Great Britaion & Ireland) 

Jun 20-23, 2017, Belfast, UK 

Oral presentation 

Aya Shinozaki-Ushiku 

Epstein-Barr virus-associated gastric carcinoma -The roles of cellular and viral microRNAs 

in its carcinogenesis- 

Oral presentation 

Tetsuo Ushiku, Sho Yamazawa, Aya Shinozaki-Ushiku, Masashi Fukayama 

Gastric cancer with primitive enterocyte phenotype: an aggressive subgroup of intestinal-

type adenocarcinoma 

  



● 国内学会，研究会 

＜教室に関連した主たる学会＞ 

第 106回日本病理学会 2017/4/27-4/30 東京 

口演 

阿部浩幸，西東瑠璃，山澤翔，牛久綾，山下裕玄，瀬戸泰之，深山正久 

胃癌における CD47発現の臨床病理学的特徴及び EBV感染や Tリンパ球浸潤との関連 

岩崎晶子, 牛久哲男, 山澤翔, 阿部浩幸, 牛久綾, 深山正久 

ミスマッチ修復欠損・EBV関連早期胃癌では ARID1Aの多巣性発現消失が高頻度に生じて

いる 

牛久哲男 

臓器別診断講習会・Cronkhite-Canada症候群と鑑別診断の病理所見 

浦辺雅之, 牛久哲男, 山下裕玄, 瀬戸泰之, 深山正久 

治療標的探索のためのがん 間質細胞間相互作用解析システム 

Siewert分類に基づく食道胃接合部癌の背景粘膜評価 

加藤洋人, 河村大輔, 小西寛城, 山本麻未, 深山正久, 石川俊平 

ヒト胃がんにおける腫瘍浸潤性T細胞の免疫遺伝学的な特徴の分析 

河村大輔, 砂河孝行, 鈴木良平, 佐藤玲子, 加藤洋人, 田中麻理子, 山本尚吾, 深山正久, 

油谷浩幸, 石川俊平 

治療標的探索のためのがん 間質細胞間相互作用解析システム 

西東瑠璃，阿部浩幸，国田朱子，山下裕玄，瀬戸泰之，深山正久 

NLRP3の細胞遊走促進とびまん型胃癌での予後への影響 

田中麻理子, 石川俊平, 有田淳一，阪本良弘，長谷川潔，深山正久 

EVI1は膵発がんにおいてGPC1の がん促進機能を修飾する 

前田 地, 後藤啓介, 工藤幸紹, 日比谷孝志, 林玲匡, 深山正久, 大橋健一, 後藤明輝 

乳頭状汗腺腫におけるPIK3CA遺伝子変異とAKT1遺伝子変異 

松坂恵介, 眞野恭伸, 福世真樹, 浦辺雅之, 阿部浩幸, バハテヤリ・ラムヒトラ , 油谷 浩

幸, 瀬戸泰之, 深山正久, 金田篤志 

高DNAメチル化胃癌における特異的ゲノム・エピゲノム異常の同定 

牧瀬尚大, 若井進, 川井章, 深山正久, 平岡伸介, 吉田朗彦 

類上皮形態ないし上皮への異所性分化を示す脱分化型脂肪肉腫 5例の臨床病理学的検討 

三角健人、林玲匡、國土典宏、柴原純二、深山正久 

肝内胆管癌における BAP1および PBRM1の発現消失 

山澤翔, 牛久哲男, 岩崎晶子, 牛久綾, 瀬戸泰之, 深山正久 

胎児型形質を有する胃癌の臨床病理学的検討 

示説 



種井善一, 中岡寛樹, 尾辻和尊, 多田敬一郎, 森川鉄平, 佐々木毅, 坂本毅治, 村上善則, 深

山正久 

乳癌間質中の線維芽細胞における低酸素応答活性化因子 Mint3および L1CAMの発現 

箱崎眞結、伊藤慎治、福里利夫、藤井丈士 

血管肉腫様変化を伴う混合型肝癌と全身転移性微小肺腺癌が合併した 1 剖検例 

日向宗利，阿部浩幸，山下裕玄，瀬戸泰之，深山正久 

EBV関連胃癌における樹状細胞の免疫組織化学的検討 

細井敦子、高澤豊、石川雄一 

子宮体癌、低異型度類内膜腺癌の浸潤形態と予後、再発の関 

山内直子、田中麻理子、深山正久 

剖検症例の膵臓病変に関する臨床病理学的検討 

 

第 76回日本癌学会 2017/9/28-30 横浜 

口演 

松坂恵介, 眞野恭伸, 福世真樹, 浦辺雅之, 油谷浩幸, 深山正久, 瀬戸泰之, 金田篤志 

高メチル化胃癌における特異的なゲノム・エピゲノム変異の同定 

鈴木章浩, 垣内美和子, 田頭周, 加藤洋人, 山本尚吾, 辰野健二, 酒井英嗣, 大島貴, 利野

靖, 中島淳, 深山正久, 石川俊平, 油谷浩幸 

日本人胃癌ゲノミックプロファイル 

張耀文, 国田朱子, 金子美華, 板井俊介, 山田慎二, 大石智一, 阿部真治, 西岡安彦, 川田

学, 深山正久, 加藤幸成 

ポドカリキシンを標的としたヒトキメラ型抗体chPcMab-47によるヒト大腸がん移植片モ

デルでの抗腫瘍効果の検討 

山田慎二, 金子美華, 国田朱子, 大石智一, 阿部真治, 張耀文, 板井俊介, 川田学, 深山正

久, 西岡安彦, 加藤幸成 

がん特異的podocalyxinを認識するヒトキメラ改変モノクローナル抗体(chPcMab-6)の抗腫

瘍効果および安全性 

示説 

板井俊介, 山田慎二, 金子美華, 張耀文, 国田朱子, 深山正久, 原田浩之, 加藤幸成 

口腔がんに対する免疫染色に有用な抗ポドカリキシン抗体PcMab-47の樹立 

加藤洋人, 河村大輔, 鈴木良平, 小西寛城, 山本麻未, 深山正久, 油谷 浩幸, 石川 俊平 

抗原受容体次世代シーケンスに基づく腫瘍免疫システムの解析(英語) 

国田朱子, 日向宗利, 阿部浩幸, 深山正久 

EBV関連胃癌由来エクソソームの腫瘍微小環境への影響 

田頭周, 谷内田真一, 垣内美和子, 六反啓文, 林玲匡, 辰野健二, 山本尚吾, 永江玄太, 牛久

哲夫, 深山正久, 油谷浩幸 



胎児性或いは肝様分化を示すAFP産生胃癌及び未分化型胃癌のゲノム解析 

吉川修平, 鈴木章浩, 山本尚吾, 辰野健二, 永江玄太, 阿部浩幸, 牛久哲男, 深山正久, 高阪

真路, 間野博行, 油谷浩幸 

胃癌のTarget deep sequencing 

 

第 63回日本病理学会秋期特別総会 2017/11/2-11/3 東京 

学術研究賞演説 (A演説) 

牛久哲男 

ゲノム医療時代の胃癌病理学研究 基礎研究成果を生かし個別化医療の実現を目指す 

 

＜病理学会関東支部学術集会＞ 

第 78回日本病理学会関東支部学術集会 2018/3/10 埼玉 

口演 

近藤篤史，阿部浩幸，池村雅子，小野敏嗣，藤城光弘，牛久哲男，小池和彦，深山正久 

多彩な分化を示す胃形形質の胃腺癌の一例 

 

第 77回日本病理学会関東支部学術集会 2017/12/9 東京 

口演 

市村香代子、日向宗利、中釜悠、竹原広基、犬塚亮、深山正久 

重症肥大型心筋症で早期死亡した Noonan syndrome with multiple lentigines の一剖検例 

 

第 75回日本病理学会関東支部学術集会 2017/6/17東京 

口演 

村田翔平，阿部浩幸，林玲匡，山下俊，金子順一，長谷川潔，深山正久 

肝に多発した血管筋脂肪腫の一例 

 

＜その他の学会，学術的活動＞ 

第 90回日本胃癌学会総会 2018/3/7-3/9 横浜 

口演 

Tetsuo Ushiku 

Moving towards gastric cancer subtyping for precision medicine: molecular classification 

and beyond 

Masayuki Urabe, Tetsuo Ushiku, Hiroharu Yamashita, Mitsuhiro Fujishiro, Kazuhiko Koike, 

Yasuyuki Seto, Masashi Fukayama  

PD-L1 expression pattern in adenocarcinoma of esophagogastric junction 

 



第 52回日本成人病（生活習慣病）学会学術集会 2018/1/13-1/14 東京 

口演 

浦辺雅之, 牛久哲男, 山下裕玄, 瀬戸泰之, 深山正久 

食道胃接合部腺癌における PD-L1発現 

 

第 40回日本分子生物学会年会 2017/12/6-12/9 神戸 示説 

国田朱子,  大井手慶,  阿部浩幸,   深山正久 

EBウイルス関連胃癌における BRD4による PD-L1の発現制御 

 

第 21回日本臨床内分泌病理学会 2017/10/27-10/28東京  

示説 

星 大輔, 高橋寿枝, 布袋屋修, 井下尚子 

A 型胃炎を背景とした胃神経内分泌腫瘍(NET)1 例と、14 例の胃内分泌腫瘍の検討 

安永瑛一, 井下尚子, 向山祐理, 滝沢文彦, 小川敦, 小川哲史, 伊藤純子, 永田雄一, 福原紀

章, 岡田満夫, 西岡宏, 山田正三 

多数の歯牙成分を含み、歯牙腫と類似した組織像を呈するトルコ鞍部腫瘍の一例 

 

第 14回 EBウイルス研究会 2017/7/15 旭川 

口演 

国田朱子, 日向宗利, 阿部浩幸, 深山正久 

EBV関連胃癌由来エクソソームによる樹状細胞の機能制御 

 

第 4回岩手胃と腸大会 2017/6/10 盛岡 

深山正久 

胃癌分子サブタイプを考える－EBV関連胃癌を中心に 

 

第 12回山口県消化管セミナー 2017/9/1 山口 

深山正久 

個別化医療のための胃癌サブタイプ 

 

＜その他講演など＞ 

杏林シンポジア ラジオ NIKKEI 2017/4/3放送 

深山正久． 

杏林シンポジア「新しい日本のがん対策ー予防・根治・共生に向けて」分子病理診断への取

り組みと展開． 

 



NPO法人「がんの早期診断・治療に必要な病理診断の総合力を向上させる会」2017/6/29 東

京 

深山正久 

若き知性に向き合う－病理学会の変革 

 


